持続可能な社会へ向けて（中学校・家庭分野）
１．主題名：持続可能な社会へむけて
２．主題設定の理由
私たちは便利で快適な生活を追い求めてきた。そして、その実現こそが幸福な生活であるとおもってき
た。その実現のために私たちは大量の資源を使ったり、大気汚染などの環境問題も起こしてきた。しかし、世界の幸福度を調べると、森を守るという環境を重視しているブータンが世界で第１位であるという。幸福は決して便利で豊かで快適であるとは限らない事が改めて明白となった。また東日本大震災と福島原子力発電所の事故から私たちは自然の脅威と人間の傲慢さにおそまきながら気付かされた。
このままでは、いつか資源はなくなり、環境は破壊しつくされ、人類は滅亡に向かって行きます。今こそ私たちは、電力ばかりでなく様々な資源の無駄遣いをしてきた生活を見直す時である。生活のスタイルを見直し実践すれば、より人間らしい心豊かな生活と健康・命を取り戻すことができ、かけがえのない地球の環境を守り持続可能な社会の実現を可能にするであろう。
　　　
３．ねらい
　①　これまでの便利さだけを追い求めた生活を振り返る。
　②　持続可能な社会をつくる一員としての自覚をもち実践する。
　
４．指導計画　２時間扱い（中学校家庭分野：持続可能な社会へむけて　循環型社会の形成　広がる環境問題）
５．学習の展開
〈第１・２次〉
	時間
	学習活動と主な発問
	　　　指導上の留意点
	　資　料

	導
入
	○自分のエコロジー度をチェックしてみよう。
・ごみの分別ルール・エコマーク
・わが家の電気料金・ガス料金・水道料金
★学習課題の確認


	○便利で快適な生活は大量の資源を使ったり、大気汚染などの環境問題も起こしている。
○それぞれの家の料金について家族と話し合わせる。
	○エネルギー消費とCo２排出を減らす（開隆堂）P.228

	展
開
	○エコロジー先進国ドイツに学ぼう。
・食品の量り売り
・容器のデポジット制
・ごみの分別と回収
○日本でもはじまったことはないだろうか。
・循環型社会の構築（古紙の再生・リサイクル活動・買い物袋の持参・バイオマス・ごみの減量・リサイクル活動・生ごみからたい肥をつくる・水質浄化活動）
○自分たちの地域ではどんな事が行われているか。また、どんなことができるだろうか
・温室効果ガスの削減
・クリーンエネルギーの導入（太陽光発電・風力発電・小水力発電・バイオマスなど）
○世界ではどんな取り組みがされているだろう。
・オゾン層保護のためのウィーン条約
・地球温暖化を抑える気候変動枠組み条約
・生物の絶滅を防ぐ生物多様性条約
・脱原子力発電
○自分の生活スタイルを見直してみよう。
・「もったいない」という考え方と５Ｒのとりくみを実践する。
・無駄な電気を使わない生活
・環境破壊を食い止める活動

	○昔の日本では行われていた。少し手間を取るが無駄がない。
○世界の国々が協力し行動することが大切であることに気付かせる。
○ドイツは脱原発を表明している。
○まず、自分の生活から見直して実践しよう。
○「もったいない」は世界の合言葉
○５Ｒ（リデュース：減らす・リユース：再利用・リサイクル：再生利用・リフェーズ：断る・リペアー：修理）

	○エコロジー先進国ドイツに学ぶ（開隆堂）　　
P.234
○広がる環境問題（開隆堂）P.236
○３ＲかＲ４Ｒ、５Ｒへ
（開隆堂）
P.233
○「もったいない」は世界の合い言葉（開隆堂）
P.233

	ま
と
め
	○みんなで工夫すれば、無駄なエネルギーを使わずに持続可能な社会を築くことができる。
	○持続可能な社会の構築は自分の責任であることに気付き実践する力を培う。

	○生活の課題と実践（東京書籍）
P.236～237


持続可能な社会に向けて生活スタイルを変えてゆこう。








